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関 す 研究 Iる

粗畑虫毒の生物理化学的性紋並に純化と

その生物理化学的性状に就て

中島三夫

日本化薬株式会社

（東京大学伝染病研究所第1研究部長細谷省吾教授指導）

（昭和 29年 3月6日受領）

緒言

姻虫毒による病害作用について Leroy,A.1) Simoni-

n.2) Schimmel Pfening, G.3) Flury, F.4）島村，藤井5),

北山6），平野7），田中8），野村9），八木10），大曾根12), 青

木11），池内13），松岡14），山田15) 等極めて多種多様な報

告があるo この病害作を惹起する毒物の本態は脂肪系物

質23）或はアルデヒ F ドであろうという説更にペプトシ

様物質lfl），ポリペフチ｛ド18），ヒスタミシ或はヒスタミ

シ様物質19）であろうと推論されているが，結論を得るに

いたらない。

そこで著者は姻虫毒の本態を遁究する目的で蜘虫毒を

分割精製し電気泳動的に単一な毒物を得たので報告す

るD

I. 組畑虫毒の生物，理化学的性蹴

実験資料

芝浦屠殺場で採取した姻虫を2～3回生理的食塩水で

洗糠し乾燥ガ戸ゼで体壁の水分を去り内臓にふれない様

に鋲で鯛虫尾端に切開後滴下する褐色透明の体腔液を捕

集する。体腔液は1匹から平均0.8cc前後採取出来る。

遠心上清をー20°cで凍結ー15°Cで低温草：Z燥すると褐

色粉末が得られる。この粉末を豚の場合は粗豚姻虫毒と

仮称する。 1ccの体腔液は乾燥重量として 63～64mg

得られる。粗畑虫毒は，蒸溜水，生理的食塩水，ロック

氏液，タイロート液等に透明に溶解し，蒸溜水lOmg/cc

溶解した時の pHは6.2～7.4を示した。

1) 粗畑虫毒の毒性

Mitsuo Nakajima: Nippon Kayaku Co. Ltd. 

Biochemical studies on the nature of ascaristo・

xin. (Under the Guidance of Prof. S. Hosoya 

of the Institute for Infectious Diseases, Tokyo 

University.) 

粗蜘虫毒のモルモット（200～300g）静注による致死

量は30mg/kgで粗姻虫毒注射後1～2分頃より換毛次

で排尿排糞し鼻口を開き頚を延ばし呼吸困難状を呈し前

肢で口，鼻の周囲をなぜまわし，接販を盛に行い 2～3

回飛躍して横臥し，四肢をもがき，シャイネスト｛グ呼

吸を行う。その頃から心音は微弱となり呼既停止後 1～

2分は心持動を感ずる。 雛死は5～10分以内で鑓死す

る。

皮下注射の場合は相当感受性に差異がある為か雛死が

注射重量と平行せず鎧死及び中毒症状は静注と同様であ

った0

2) 粗姻虫毒の熱に対する安定性。

粗蜘虫毒溶液を 60～65°C,80～85°C, 9b～95°Cの重

湯煎中で 30分間加熱すると 60～65°Cは inactivateで

80～85°Cは白色沈滅物を生じ inactivateで90～95°C

では上清液と沈澱物が明瞭に分かれて多少減毒した。

3) 粗姻虫毒の透析性

粗蜘虫毒溶液を牛腸膜で流水透析及び加圧透析の場

合48時間まで透析認められず72時間目 15.6;;b透析し

7こO

加圧透析の場合には 24時間で外液中に毒性が認めら

れた。

4) 粗掘虫毒の 0.5%ホルマリシによる減毒

粗阻虫毒溶液 pH7.6に於て 0.5.%ホルマリシ添加処

理後37°Cに放置すれば3時間白山， 24時間目は前者

同様で 48時間目 l}sに滅毒し 72時間目は前者同様で粗

姐虫毒は 0.5%ホルマリシ処理で減毒することが認めら

れた。

5) 粗畑虫毒に対する 0.1%トリプシシによる誠毒

粗虫回虫毒溶液に 0.1%トリプシシを添加♂H8.5に於

て37°Cに放置すると 24時間目 inactivateで48時間

( 11 ) 
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粗豚姻虫毒及び処理姻虫毒の溶血性第 1表
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( 12 ) 
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目1/2に滅毒した。

6) 粗姻虫毒の各種動物血球に対する溶血性－

新鮮姻虫体腔液，組畑虫毒及びその処理畑虫毒生理的

食血水際液を用い，モルモット，山、羊，家兎に対する溶

血性を試験したその結果は第1表に示す通りであるO

新鮮姻虫体腔液のモルモット，家兎，山羊5.%血球に

対し溶血性が認められ，粗虫回虫毒の溶血性も前者とまっ

たく同程度の溶血力でありー20°cで凍結し－15°C乾

燥では溶血性に変化はないものと思考された。透析性に

ついて実施した結果，透析＝する溶血毒と透析しない溶血

毒の存在が観察され 80°C30分の加熱で溶血性を失い，

0.5 .%ホルマリシの処理で溶血性は誠弱する。

7) 粗蜘虫毒の呈色反応

粗鋼虫毒溶液10mg/ccを調製その0.5ccについて呈

色反応を実施した Biuret反応， AbderhaldenSchmidt 

反応， Millon反応， Xanthoprotein反応， Ehrlich氏

diazo反応，坂口反応， Molisch反応， Hopkins-Coles

反応， DischCystein硫酸反応， Diphenyl Amine反

応， Benedikt反応険性で BialOrcine反応陰性であっ

TこO

II. 岨虫毒の精製

1. 粗姻虫毒に対する各種薬剤の説；被i生

実験方法

粗咽虫毒溶液に 10.%-k-alum, 50 .%-ZnCl2, 50 '?b 

CChCOOH, l/2飽和硫安， 98ガ Ethy1-alcoho lをそ

れぞれ添加処理し阻虫毒のtU殴性について実験し毒性は

200～300 gモノレモヅト静注による致死量によって判定

した。

実験成績

~ 2 表粗姻虫毒溶液に対する各種薬物の刻度

＼ 八 丈 処理前上 沈
＼分罫j区分

No 、：：＿＿：＿ .JJ 粗鋼虫毒清 澱
山 致死量占j 剖

試薬名＼工ng/kg 分分 考
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第 1図蜘虫毒の精製方法

組畑中毒

500cc蒸溜水溶解（pH6.8) 

80°C 30分重湯煎中加熱

遠心分離

沈澱

＊洗2回

低温真空乾燥

沈澱粉末
13425. 085rng 

沈澱1

↓ 
蒸溜水20ccK溶解

24時間透析

低温真空乾燥

924.425mg 

沈澱2

蒸溜水lOccに溶解

24時間透析

低温真空乾燥
↓ 

205.2mg 

沈澱3

↓ 
蒸溜水50ccに溶解

24時間透析

上清1 (pH 6.8) 

冷却

牛腸膜24時間透析750cc

低温濃縮 390cc

350cc （乾燥重量）

冷却一3°C
I＋一3°C9仰均1 oho 

175 cc添加
白色紫状沈澱

遠心分離

上清2

冷却ー3°C
｜＋一3°C9勝 Ethy凶 ohoI 

175cc添加
白色紫扶沈澱

遠心分離

よ清3

冷却ー3°C
｜＋一3°C9捌

350cc添加
白色紫扶沈澱

遠iu、分離

↓ 
上清4

冷却ー3°CI+ -3°C9抑州－ale州
350cc添加

白色索状沈澱

A K-Alum 30.0 25.0 89.0 低温真空乾燥

B ZnCb !/ 24.5 65.0 

C CC!3COOH η 12.6 45.0 

D 飽和硫安 !/ 24.3 256.0 沈澱1＋沈澱2

E 98；五Ethyl-alcohol 150.0 2.5 

10 .% k-a1um 処理では上清に毒性が存在レ沈殿劃分

に多少毒性が認められる程度で， 50が ZnCbでは毒性

が上清に存在し 1/io程沈澱劃分中に毒性を認め， 50Jb 

CCbCOOHの場合も上清にほとんど毒性が存在し 10が

( 13 ) 

7168.4rng 

沈澱』
↓ 

蒸溜水50ccK溶解

24時間透析

低温真空乾燥

13020.mg 

遠心分離

上清5

低温真空乾燥

責色吸摂性物質

3610.Smg 
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・k-alum, 50 % ZnClz, 50 % CClsCOOH 1/2飽和硫酸安

で蜘虫毒は沈殿しない。それに反しー3°C に於て 98 ；＞~

Ethyl alcoholの添加処理で姻虫毒は雲袈状となって沈

：搬する。

2. 阻虫毒の精製

蜘虫毒の精製方法

姻虫毒の精製方法は第1図に示す如くであるが毒物の

説；澱性は Ethyl-alcoholの添加cc と関係があり試料液

量（cc）に対し 1/2量（cc)98 % Ethyl-alcohol添加の場合

沈搬重量4.4~~で毒性最も強くモルモット静注 0.5mg/

kgが致死量で同cc98 % Ethyl-alcohol添加で沈殿量

最も少く 0.9%毒性は2位で 9.58mg/kg, 2倍量添加

で33.5%で11.2mg/kg, 3倍量で 61.3%, 12.5mg/kg 

で、あった．即ち阻虫毒に対し 98% Ethyl-alcohol 1/2量

添加の場合毒力最も強い掘虫毒が沈殿することが観察さ

れた。

2. 畑虫毒精製雷j分の呈色反応

実験方法

直面虫毒精製劃分溶液（10mg/cc）を0.5ccずつ採取して

呈色反応を実施した。

実験成績

第 3表 虫回虫毒精製劃分の墨色反慮

＼＼  試料名

反醸名 1 ～一一一
Alcohol Alcohol 組姻虫毒
沈澱1 上清5

Biuret反慮 ＋ 

Disch・Cystein硫酸反鷹 ＋ 

Benedikt反臆 ＋ 

Pauli sch反臆 ＋ 

Ehrlich-diazo反慮 ＋ 

Bi al・Orcin反躍

坂口反謄 ＋ 

Molisch反腰 ＋ 

Xantho protein ＋ 

Hopkins Coles反鷹 ＋ 

.Ninhydrin反謄 ＋ 

5 %uranyl acetate 沈澱生ず

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ ＋  

〔寄生虫学雑誌、・第 3巻・第 2号

反応， MoIi sch反応， HopkinsColes反応， Ninhydrin

反応陽性で Disch・・Cystein硫酸反応， Bial-Orcin反応

援口反応， Xanthoprotein反応陰性で・あった。

3. Ethyl-alcohol沈殿の均一性及び定量分析

実験方法

Ethy I-alcohol沈澱を電気透析後侭混真空乾燥物ry30mg

精秤し3ccの隣接緩衝況を (Na2HP04 22.9 g/l, NaH2 

P0-1 1.1 g/l) pH 7. 7に溶解し同燐酸緩衝液でー霊夜透

析後 Tiselius電気泳動装置23）で訊料・の均一性を試験し

た。

実験成績

第 2図 Ethylalcohol沈毅1の電気泳動図（1.0;'b)

(pH 7. 7，イオン強度0.2燐酸緩衝液，

温度 15°C, 5 mA.) 

λ一一ご γL い ♂〉？号~； . ； 

Ascending Descending 

Ethyl-alcohol沈澱は均一性であることが認められた

定量分析tの結果 N 12. 0 .%, P 1. 7 %で、あった。

4) Ethyl-alcohol沈殿1の紫外線吸牧スペグトノレ

Ethyl-alcohol沈澱1を電気透析後 1mg/ccの蒸溜水

溶液について BeckmanModel Du photelectric quar 

tz speじtrophotometer24）で紫外線吸牧スペクトルの測

定を実施した。

第 3図；lEthylalcohol沈澱1の紫外線吸牧スペクドル

(0.1%蒸溜水溶液）

1.6 
15 
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＋

＋

 

＋ 

沈澱生ず 沈護費生ぜず

粗姻虫毒の呈色反応、は前主主の通りで Ethyl-alcohol沈

j股は Biuret反応， Disch Cystein硫酸反応， Molisch

反応， Xantho-Protein反応， Hopkino-Coles反応，

.Ninhydrin反応，陽性で Benedikt反応， BialOrcin 

反応陰性で、あった。 Ethyl-alcohol上清劃分は Biuret

反応， Benedikt反応， Paulisch反応， Ehr lich-diazo 

210 ??O 2却240250 Z60 270 280 290 300 
ま主主守別

( 14 ) 
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紫外線吸I肢は276mμ が最大阪j院であった。

6. Ethyl-alcohol沈澱1割分の paperChromatogr-

aphy2.5) 

実験方法

Ethy 1-alcohol沈澱1を15mg秤量し 20:;£. HCl 20 

倍量（0.3cc) を加え 42時間煮沸し完全アミノ酸まで

到った時真空にて過剰の HClを溜去後，東洋？慮紙 No.

50 (40×40cm）を用いブタノ戸ル階竣（プタノ｛ル4

酷酸1' 71< 1 ）及びフょノ｛ルプタノ｛ノレ水｛フェノ｛

ル4，プタノール I，水2）を溶媒として上昇法により

23°Cにて 24時間及び20時間展開し Ninhydrin府液

を吹きつけて発色させ Rbを測定した。

実験成績

第 4図 Alcohol沈澱1の塩酸加水分解物の

Paperchromatography 
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く3)

酸

~ ~／~ 
tJ~p問d、

←①フェノー Jレブタノー Jレ（フェノ，ーノレ 4,

プタノ戸 Jレ1水 2)

1. Cystin, 2. Cystin酸， 3.Arginin, 

4. Asparagin, 5. Threonin, 

6. Histidin, 7. Taurin, 8. /1-alanin 

9. Alanin, 10. Methionin, 11. phenylalanin 

第4図に示す通り 11種のアミノ酸 Cystin, Cystin 

酸， Arginin, Asparagin, Threonin, Histidin, Tau-

rin，かAlanin, Alanin, Methionin, Phenylalanin. 

を分離した。

7. Ethyl-alcohol沈殿1の Tryptarによる減毒鼠験

Ethyl-alcohol沈殿1を滅菌蒸潟水1ccに IOOmg含

有する如く 20cc作製し，これに Tryptar (25000 Ar_ 

mor units) 0.1 %の割合に添加しトルオ｛ノレを重層し

145 

て37°Cに放置し24時間， 48時間， 72時間目をそれぞれ

試料を採取してモルモットヘ静注して処盟前の Ethyl-a

lcohol沈搬1と毒性の比較を行った。溶液の pHは Tr-

ypta_rが pH7.0 に於て最も作用が強い為に 7.0とした

実験成績

第 4表 Ethylalcohol沈澱1の Tryptarによる減毒

(37°C, pH 7 .0) 

一一～－－－－）実験区分
観察 、＼～＼

モJレモット静注致死量 mg/kg
対照 Tryptur処理

0.5mg 0.5mg 

グ 2.0mg

I/ 10.0 mg 

24時間

48時間

72時間

以上の実験に示す湿り 24時間では inactivateで 48

時間目 1んに誠毒し72時間目 1f2oに諒毒した。

8. 姻虫毒精剤劃分の Schwartzman型皮腐反応

姻虫体腔液が Schwartzman現象を示すことについて

佐藤19）が報告し，池山2i）は蜘虫抽出物質の内で含水炭

素劃分に Schwartzman反応を惹起する因子の存在を報

じているO

実験方法

体重 2.5kg前後の家兎6溺に粗阻虫毒， alcohol沈

~琵1, alcohol沈澱2,alcohol沈澱3, alcohol沈臨む al co 

hol上清5をそれぞれ生理的食塩水1mg/cc含有する如

く試料を調製， 更に生理的食塩水で 0.1mg/cc, 0.01 

mg/ccに稀釈して各試桝を家兎腹部氏内へ0.05ccづっ

注射し 20時間後に同一氏内へ更に 0.05cc 注射を行い

20時間後， 家兎静脈へ kg当り 1mg/cc惑起注射を行

った。注射後30分， 1, 2, 3, 4, 5, 12, 24時間日にそ

れぞれ観察した。対称には準備注射に 0.05ccの生理的

食塩水を注射した。

実験成績

Eth)'. I-alcohol沈毅1が最も強力に反応を示し準備注

射 1.0mg/cc, 0.05 cc注射2回後惑起注射1.0mg/cc 

を kg当り lmgの割合で家兎耳静脈より注射を行い惹

起注射後30分より発赤， 充血し3時間白から局期に達

して中心部は緑赤色 Nekrose様に変化すD この症状は

5時間目噴より次第に充血は消退の形を取るが24時間

にいたるも更にその症状は存在する。準備注射O.lmg/cc

の場合は2～3時間目が局期で準備注射 O.Olmg/ccの

場合は1～2時間目が局期で‘あった。

alcohol上清5は alcohollti段1 より発赤， 腫脹はは

るかに弱く 30分～1時間が最も症状の出現が強く 5時

( 15 ) 
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姻虫毒精製分割の Schwartzman型皮膚反臆~・ 5 表

試 料 粗虫回虫毒 対照Alcohol 

上清5

Alcohol 

沈澱4

Alcohol 

沈渡3

Alcohol 

沈澱2

Alcohol 

沈澱1

7 0 

3.0kg 

19 
生理的食塩水

0.05 cc 
ゲ

1 mg/kg 

家兎番号 1 0 2 0 3♀ 4♀ 5平 6 0 

家兎体重 2.5kg 2.3kg 3.0kg 3.0kg 3.4kg 2.8kg 

皮肉注射番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

準備注射 Ir 50.0 5.0 0.5 50.0 5.0 o.5 50.0 5.0 0.5 50.0 5.0 o.5 50.0 s.o o.5 50.0 5.0 0.5 
準傷注射 IIr グゲグ グググ グググ ググ d グググ

惹・起注射 1 mg/kg 1 mg/kg 1 mg/kg 1 mg/kg 1 mg/kg 

惹起注射後30分＋＋＋ 制＋＋＋ ＋＋＋  ＋＋士 十士

1 時間 ＋＋＋＋＋州＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＋＋＋件付＋＋＋＋＋±＋＋＋

H
q

＋
 

F
b
 

グ

J
M

＋

件

＋

m
 

H
M
1
件

付

＋
」．

＋ 

士＋ 

＋ ＋ 十’I 2 

寸ー

士

± 土

土

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

土

土

＋ 

→－ 

＋ 

＋ 

＋ 

± 

＋

＋

＋

＋

＋

 

＋＋＋ 

制

件

付

け

竹

村＋

ttt 

Ht 

Ht 

村＋

土＋ 

土

!/ 

η 

3 

4 

± 士土土II 

内

L

R
U
 

司

i →ーfl 

＝土

制：強い中心部接死，発赤，充血，腫脹

＋：発赤，充血 土：弱い発赤，充血

＋＋：強い発赤，充血，腫脹

ー：対称と同様，

η 24 

反庭、陰性

hol沈殿1を生理的食塩水稀釈しそれぞれ 50r, 5 r腹

部氏内第 1回準備注射後20時間目第2回， 同重量準備

注射後 20時間自に廿日鼠尾静脈より惹起注射100rずつ

行い 3～4時間f:lに腹部の観察及び，解剖して皮下，内

臓の肉眼的，顕微鏡的観察を行った口

実験成績

肺出血

alcohol洗澱1の廿日鼠に刻する

Schwartzman型皮膚反臆

＼ 観 I- IL.. 
＼ 察準’準．

廿＼ 備注備注
日呑＼注射注射
鼠号＼射量射量

1 50.0 

皮！者反鹿

外皮
下
観

T
注
射
量

惹
起
出
射

第 6表

斑点状出血＋＋

斑点状出血＋＋

斑点扶出血＋

斑点状出血＋

制

件

付

＋

観

＋＋ 

＋ 

＋ 

斑点扶出血＋＋

斑点、扶出血＋＋

＋ 100.0 

100.0 

5.0 

5.0 

・5 

6 

準備注射を反内へ2回行い更に惹起注射後3～4時間

頃反応局湖で発赤，腫脹が認められ剥反して反下より観

察すると栗粒大の出血斑が散在し疑液浸潤の強力なも

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

50.0 

50.0 

50.0 

5.0 

50.0 

50.0 

5,0 

5.0 

5.0 

2

3

4

 

問自には症状が消退した。

alcohol波j殴zは準備J注射1mg/ccが alcohol上清5

と同程度の出現で‘あった。

粗姻虫毒は準備注射1.0mg/cc, 0.05 cc注射の場合

1時間目局期で発赤，腫脹が見られ5時間目以後症状消

返した。

alcohol沈殿3,alcohol tt,~殴4 は反応出現が alcohol 沈

語設けこよく近示するが症状の消退が早くあった。

即ち Schwartzman型皮膚反応に於て粗姻虫葺：， alco・

hol沈搬劃分， alcohol上清5 劃分に於て反応陽性であ

ることが判明した。 Schwartzman反応の強力のJI院に列

記すれば次の通りであった。

alcohol沈毅1>alcohol沈澱2=alcohol上清5＞粗姻虫

主主＝alcohol沈激3>alcohol沈殿4・

9. Ethyl-alcohol t忠誠1の廿日消に起した Schwartz

man型皮膚反応

本間26)27)28）が初めて歳膿菌の体内毒素を丹jいて廿日

胤を使用し Schwartzman型皮膚反応を起すことに成功

し，その後宮崎，翁，長村29）により更に緒方，村上36）に

より組織学的に再検討されて確認された。

実験方法

健康なる件可：15～lSgの廿日消の腹部に Ethyl-alco-

( 16 ) 
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ミシの場合に比較して気腫が強力であり肺出血も顕著で

あるO

2) 粗姻虫苛；の熱に対する安定性は 80～85°Cの加熱

で inactivateであり 90～95°C30分の加熱で梢獄毒が

認められるO

3) 粗鋼虫本は流水透析で， 24時間では透析性が認め

られず 72 時間で 15.6,9~の減毒が認められた。力日庄透析

に於て 24時間で透析性を有する畑虫蒜と透析性のない

姻虫毒の在在が認められた。

42 粗姻虫干与は pH7.5に於て 0.5ガホノレマリシ処理

37°Cで3時間 1/2, 24時間 1/2, 48時間lf3に減認し。

加熱，透抗した場合には鯛虫毒はホノレマリシによって減

毒が強力となり， 24時間 1/io, 48時間lfoに滅毒するこ

とが認められた。

5) 粗姻虫毒 pH8.5に於て 0.1%トリプシシを添加

すると 37°Cに於て 24時間 inactivateで48時間 J/2に

減毒した。

6) 姻虫毒はモルモット，山羊，家兎血球を溶血する

i符血毒を有し，ー20°cの凍結で－15°C の乾燥では溶

血性に変化が認められず透析性のある溶血毒と透析性の

ない溶血毒の存在が認められ， 80°C30分の加熱で溶血

性を失い 0.5.9'~ホルマジシで溶血力の減弱が認められた

7) 呈色反応に於て Biuret反応， Abderhaldensch-

mit反応， Millon反応， Xanthoprotei.n反応， Ehrlich-

diazo反応，坂口反応， Molisch 反応， Hopkins 

Coleo反応， DischCystein－硫酸反応， Dischdiphenyl-

~mine 反応， Benedikt 反応｜場性で Qrein 反応陽性で

ある口

8) 姻虫志のちu殿剤とし k-alum,ZnCl2, CCJ日COOH

h飽和硫安， Ethyl-alcoholそれぞれJIJいて実施した

結果10%k-al町 n,50 % ZnCh, 50 Jb CChCOOH, 1/2 

飽和硫安は虫回虫毒を沈澱せしめないがー3°Cに於て 98

5'~ Ethyl-alcoholで蜘虫毒が白色察裂状に析出すること

が判明した。

9) 鯛虫毒の精製方法として次の如き順序で毒性の強

力なLti－物質を得ることが出来た即ち粗~t回虫誌を蒸潟水

に溶解し 80°C30分京湯煎で加熱し遠心分離慌で沈澱と

上清1とに分け上清1を牛腸朕で24時間流水透析後原液

ccまで波約してー3°Cに冷却しー3°C98 % Ethyl-alco-

hol原液 ccのI/2量添加で雲裂状沈澱物として沈澱1が

得られ沈般物は牛腸膜で透析後低温真空乾燥する同様に

して沈搬2，沈澱3，沈澱4，上清5を得た。 毒力は沈澱1

最も強くあったことは前述した通りであるO

(1954）〕

のもあった。内臓は肺臓の出血斑が極めて顕著で‘あり肝

臓に小出血斑の認められる場合もあるO

肺臓は気管枝の周囲に強力なる純lj包浸潤があり肺胞内

は血球で充満し出血が著明であるD 即ち廿日成に対する

Alcohol沈澱1の Schwartzman~.JIU府反応は陽性であ

った。

10 Ethyl-alcohol 沈澱1

の沈降性

実験方法

粗自国虫干草：及び alcohol沈澱1それぞれ重層法によるO

実験成績

の粗蜘虫指免疫家兎血清と

昭和 29年 9月
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第 7表粗蜘虫毒免疫家兎血清と

Alcohol沈澱1の沈降反感
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試
料

名観察

15分

30分

1時間

2 ゲ

3 

4 

5 

15分

30分

1時間

2 fl 

3 

4 

5 

’f 

ゲ

’f 

’f 

!/ 

!/ 

組

生回

三芸至z
t王伝

ア
ル
コ
ー
ル
沈
澱

Ethyl-alcohol 沈澱1は姻虫毒と同様沈降性を有する。

考案・総括

1) 新l豚畑虫毒のモルモット静照内目当J・に於ける致死

量を実験した結果30mg/kgが致死量で皮下注射の場合

致死量は鰭死範囲がまちまで確実な結果が得られなかっ

た。製死する場合は前述の如く注射1分前後より中毒：症

状を示し5分前後で鱗死するO ヒスタミシを鎚死量モル

モットに静J注した場合は 30秒以内に中毒症状が出現し

姻虫毒の場合はヒスタミシより中毒症状の出現が遅れて

出現する叉鈍死したモルモット肺臓の解剖処見でヒスタ

( 17 ) 
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10) 精製分割の呈色反応は沈澱1に於て Biuret反応

Disch-Cystein反応， Paulisch反応， Ehrlich-diazo反

応，坂口反応， Molisch反応， Xanthoprotein反応，

Hopking Coles反応， 陽性で Benedikt反応， Bia I 

Orcin反応陰性であり， Ethyl-alcohol上清sはBiuret

反応， Pauli sch反応， Ehrlich反応， diazo反応，

Molisch反応， HopkinsColes反応陽性， Disch-Cyst-

ein硫酸反応， BialOrcin反lぷ，坂口反応， Xantho-

protein反応，陰性で‘あったO

11) Ethyl-alcohol V..'..i5tJ1を電気透析後 Tiselius電

気泳動装置をmいて試験した結果均一で， BeckmanMo-

del Du photelectric quartz spectrophotometer vこよ

って紫外線既牧スペクトノレの測定により 276mgが最大

の吸牧を示した。 Ethyl-alcohol沈澱1の定量の結果 N

12.2 .%, p 1. 7 '}bで Ethyl-alcohol沈澱1の HC！加水

分解による paperChromatogrephyによるアミノ般の

測定で Cystin,Cystin般， Arginin,Asparagin, Th-

reonin, Histidin, Taurin, {1-alanin, Alanin, Methio-

nin, phenyl alanin，の 11種を分慨した。

12) 鯛虫毒情製割分のいずれのきl防aが Schwartzm-

an反応を強力に起すかについて行った結果いずれの割

分も陽性で‘あったが， 次に反応の強力であった 111rtに列

記すれば Ethyl-alcohol沈澱1>Ethyl-alcohol沈蹴3>

Ethyl-alcohol上清s＞粗鋼虫干1£=Ethyl-alcohol 沈殿3>

Ethyl-alcohol沈澱4 の11111で、あった。 更に廿円胤に対す

る Ethyl-alcohol沈澱1 のSchwartzman型広口反応の

実験の結果15gのサ日消に 50r 2問の準備・注射で完全

に準備され100Tの惹起注射で反応、陽性に出現すること

が観察された。

13) Ethyl-alcohol沈澱1は粗姻虫毒と同様粗鋼虫毒

免疫家兎血清との間に沈降性を有するD

結論

1) 粗豚姻虫のそノレモット 'i'J'Jt[l－：による致死量は30

mg/kgであり更に。 80～85°C30分の加熱で inacti-

vateで透析性を有する毒物と透析しない毒物とが認め

られた。

2) 粗姻虫毒は 0.5%ホルマリ γ友び0.1'}0トリプシ

シで減毒する。

3) 粗姻虫毒はモルモヅト，山羊，家兎血球を溶血し

80°C 30分の加熱で溶血性を失い，透析性のある溶血毒

と透析性のない溶血毒が存在するO

( 18 ) 
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4) 蜘虫存は 10.%k・alum,50 % ZnCb, 50 % CCh・

COOH, 1 /2 ＇｝~飽和硫安で沈搬せず、 98 % Ethyl-alcohol 

で沈澱するO

5) 蜘虫寄の精製方法として姻虫毒府液を 80°C加熱

Ethyl-alcoholによって均一性の毒物を得た。 この均一

性物質は呈色反応，紫外線吸牧スペグトノレ，等の測定の

結果蛋白質と思考されるO この均一」性物質は家兎及び廿

日胤を用いたo Schwartzman型皮脂反応陽性で，粗掘

虫毒免疫家兎血滑との間に沈降性を有するO

本研究実施に際し終如何指導，御校聞きと賜った東京大

学伝染病研究所，第1研究部長細谷省吾教授に深謝する

と共に御指導賜った伝染病研究所第1研究部本問先生に

感謝の意を表す。
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